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研究成果の概要（和文）：あるグループが関税の導入あるいは関税率の増加に賛成し、他のグル

ープが関税の導入あるいは関税率の増加に反対するレント・シーキング・モデルで関税率がい

かに決定されるか研究することが本研究の本来の目的であった。本研究課題を遂行するにあた

り、公共経済学、政治経済学、国際経済学などの様々な経済分野に応用されている一般的なレ

ント・シーキング・ゲームについて理論的に研究することが必要となった。一般的なゲームで

成立する結果はレント・シーキング・ゲームと解釈できる関税率決定モデルに応用できるから

である。本研究により幾つかの重要で新しい成果を得ることができた。その幾つかは著名な経

済学会が主催する国際学会で報告したり、Journal of Public Economic Theory、Journal of 
Economic Dynamics and Control、Public Choiceという国際査読雑誌に掲載させることがで
きた。

研究成果の概要（英文）：The original aim of this research project was to study how the tariff 
rate is determined in a rent-seeking model where a group is in favor of imposing or 
increasing the tariff rate and the other group is opposed to imposing or increasing the tariff 
rate. To do this research project, it was needed to study the general rent-seeking game 
applied to many economic fields such as public economics, political economics and 
international economics, since the results for the general rent-seeking game can be applied 
to several specific models endogenously determining the tariff rate, each of which can be 
interpreted as a rent-seeking game. After pursuing this research project, I obtained several 
new and important results. Some of them were reported in international conferences of 
well known economic associations and/or published in refereed international journals, 
Journal of Public Economic Theory, Journal of Economic Dynamics and Control, and Public 
Choice.  
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１．研究開始当初の背景
公共経済学、政治経済学、国際経済学などの
様々な経済分野でレント・シーキング・モデ
ルを用いた理論的分析が行われているが、そ
の分析には不十分な点も多い。レント・シー
キング・モデルはゲーム理論が扱うゲームの
一種であることを強調する場合には、レン
ト・シーキング・ゲームとも呼ばれる。様々
な分野に応用可能な抽象的あるいは一般的
なレント・シーキング・ゲームの分析にも不
十分な点が多い。 

２．研究の目的
研究開始当初の背景の項で述べたように、レ
ント・シーキング・モデルの分析には不十分
な点も多い。レント・シーキング・モデルあ
るいはゲームを詳細に研究し、レント・シー
キングのモデルあるいはゲームを理論的に
発展させることが本研究の目的の一つであ
った。関税率決定のモデルはレント・シーキ
ング・モデルとして表わすことも可能である。
関税率決定のためのレント・シーキング・モ
デルを詳細に分析し、関税率の変化要因等を
明らかにすることも本研究の目的であった。

３．研究の方法
レント・シーキング関連の文献及び関税率に
関連した文献を詳細に研究し、より基本的な
レント・シーキング・ゲームの理論的考察を
十分に行ったのちに、その知識を関税率の決
定モデルに応用した。本研究により得た成果
の一部は公共経済学あるいはゲーム理論関
連の国際学会で報告し、Journal of Public
Economic Theory 、 Journal of Economic
Dynamics and Control、Public Choice など
の国際査読雑誌に投稿した。

４．研究成果
（１）本研究課題申請前から研究をはじめ
ていたものではあるが、レント・シーキン
グ・ゲームをより一般化した非対称的なコ
ンテスト・モデルについて研究した。その
成果は 2008 年発行の Journal of Public
Economic Theory（以下 JPET と略記）に掲
載された。本研究で分析した関税率のモデ
ルは JPET 論文で研究した非対称的なコン
テスト・モデルと解釈することも可能であ
る。JPET 論文は非対称的なコンテスト・モ
デルにおける純戦略ナッシュ均衡の存在と
一意性を証明したものである。非対称的な
コンテスト・モデルはレント・シーキング
あるいはコンテストのゲームに参加する経
済主体の異質性を十分に考慮したものであ
る。レント・シーキング・モデルではレン
トあるいは褒章を得る確率はロビー活動等
のレント・シーキングに費やした努力（金

銭的なものばかりとは限らない）に依存し
ている。JPET 論文ではこの確率的な依存関
係に微分可能性を仮定することなく、純戦
略ナッシュ均衡の存在と一意性を証明して
いる。

（２）本研究課題申請前から研究をはじめ
ていたものではあるが、レント・シーキン
グ・ゲームの均衡の安定性について研究し
た。その成果は 2008 年発行の Journal of
Economic Dynamics and Control（以下 JEDC
と略記）に掲載された。JEDC 論文は東京都
立大学名誉教授の奥口孝二先生との共同論
文であるが、2007 年度に EARIE 学会で本研
究の研究代表者がその研究成果を報告した。
典型的なレント・シーキング・ゲームはク
ールノー寡占モデルと解釈することも可能
だが、JEDC 論文はレント・シーキング・モ
デルとクールノー寡占モデルのナッシュ均
衡の大域的安定性を研究したものである。
典型的なレント・シーキング・モデルでは、
レント・シーキング・ゲームに参加する経
済主体の数が４より小さいか等しい場合に
は Gradient Dynamics と呼ばれる連続的な
調整過程の下で大域的に安定であることを
示した。JEDC 論文と密接に関連した別の研
究も行った。その成果も奥口孝二先生との
共同論文となったが、2009 年度に EARIE 学
会で本研究の研究代表者がその研究成果を
報告した。

（３）本研究課題申請前から研究をはじめ
ていたものではあるが、危険回避的なプレ
イヤーがいる場合のレント・シーキング・
ゲームについて研究した。その成果は 2009
年発行の Public Choice に掲載された。古
典的なレント・シーキング・ゲームでは全
てのプレイヤーは危険中立的と仮定されて
いるが、Public Choice 論文ではプレイヤ
ーは危険中立的あるいは回避的と仮定され
ている。レント・シーキング・ゲームに危
険回避的なプレイヤーが存在することをも
許容するより一般的なレント・シーキン
グ・ゲームにおけるナッシュ均衡の存在と
一意性を証明した。Public Choice 論文の
命題は Public Choice論文とは異なった方
法で証明することができ、その別証明も非
常に重要である。その別証明は 2010 年発
行の新潟大学経済論集に掲載された。

（４）本研究で分析した関税率のレント・
シーキング・モデルでは高関税（関税導入、
あるいは禁輸）を支持するグループと低関
税（関税導入反対、あるいは貿易自由化）
を支持するグループの二つのグループが存
在する。基本的なモデルで各グループのメ



ンバーが増えたときに関税率が高くなる確
率がどのように変化するか分析した。先行
研究ではメンバー数増加はそのグループに
不利になることが示されているが、外国企
業と自国企業の異質性を導入することによ
り、メンバー数増加はそのグループに有利
となる可能性もあることを示せた。その成
果は 2008年度に EARIE 学会で報告した。

（５）パテント・レース・ゲーム及び R&D
ゲームは戦略的に同値である一般的なレン
ト・シーキング・ゲームを考察し、そのゲ
ームに参加するプレイヤーの異質性と数の
増加が均衡に与える影響を分析した。強力
なプレイヤーと小さいプレイヤーがいるゲ
ームを考え、小さいプレイヤーの数が増え
たときにどのような影響があるか考察して
みた。通常の異質性がないモデルとは異な
り、小さいプレイヤーの数の増加が強力な
プレイヤーに有利となるケースもあること
が示せた。大阪大学の松島法明先生と共に
まとめた共同論文は 2010 年度に本研究の
研究代表者が PET 学会（APET の年次会合）
で報告した。

（６）研究成果（４）の項でも書いたよう
に、本研究で分析した関税率のレント・シ
ーキング・モデルでは高関税（関税導入、
あるいは禁輸）を支持するグループと低関
税（関税導入反対、あるいは貿易自由化）
を支持するグループの二つのグループが存
在する。2010年度は新たに、農産物輸入化
と小売店の関係などを上手く記述する、川
上、川下モデルにおけるレント・シーキン
グと関税率の問題を分析した。基本モデル
では外国企業と消費者グループが反高関税
グループであったが、新しいモデルでは川
上と川下の政治的対立を分析できるように
なった。新しいモデルでも各グループのメ
ンバーが増えたときの効果は単調であると
は限らないことを示すことができた。この
成果は近日中に論文としてまとめ、国際学
会等で報告する計画である。
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